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「書かないワンストップ窓口サービス」スタート

市内全市⺠センターに「書かない窓⼝」システムを導⼊します。

■内容説明
各種証明書の取得、住基・⼾籍・健康保険などの⼿続きをワンストップで⾏っている従来の総合窓⼝に加
えて、「書かない窓⼝」システムを導⼊することにより、窓⼝での手書きの負担を軽減するとともに、滞在時間
の短縮と混雑の緩和を図る。また、窓⼝手続きにおけるマイナンバーカードの活用をあわせて推進する。

◆開始⽇ 令和８年１⽉２１⽇（⽔）
◆導⼊場所 市内全ての市⺠センター
◆概要︓窓⼝の流れ
①来庁者に聞き取った内容をシステムで選択・⼊⼒
②自動読取装置を使って、マイナンバーカード等の基本情報を申請書へ自動反映（+聞き取り⼊⼒）
⇒申請書記載事項減少による市⺠の負担軽減
申請書作成時間の短縮、誤字・脱字の解消による職員負担の軽減

③申請書・異動届が自動作成され、お客様は内容を確認して署名
申請書記載事項がすべて無くなるものではないが、記⼊の仕⽅がわからない、何度も住所、⽒名、
⽣年⽉⽇を記載しなくてはならない等、市⺠の負担、ストレスを解消

④ライフイベントにかかわる必要な手続きをリストアップして案内
■特記事項
・システム導⼊に合わせて、窓⼝の効率的な動線の確保を⽬的として、福光市⺠センターの窓⼝レイアウト
を変更
■現状・問題点・背景等
現在、市⺠センターでは、⼾籍届出等の市⺠課業務に加え、様々な課の⾏政手続きを⼀つの窓⼝で
完結する「総合窓⼝⽅式」を実施している。市⺠センターだけでライフイベントにかかわる手続きが全て完
結するメリットがある⼀⽅で、業務種別の幅が広く、「手続き漏れ」や「待ち時間の増加」といった課題も存
在している。

■今後の⾒通し、効果、影響等
（１）マイナンバーカード活用による迅速な受付

自動読取装置を使って⽒名や住所などの基本情報をシステムに取り込むことで、受付にかかる時間を
短縮し、待ち時間を軽減する。

（２）「書かない」窓⼝の実現と正確性の向上
手書き申請を減らし、市が保有する住⺠情報などを活用することで、記⼊ミスを防ぎ、手続きの正確性
を高める。

（３）手続きのリストアップによる利便性の向上
転⼊、出⽣、死亡といったライフイベントに応じた⾏政手続きをシステムが自動でリストアップして漏れなく
案内することで、市⺠の利便性を向上させる。
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